
　ラップトップパーソナルコンピュータ（ラップトップPC） T1100は、（株）東芝が開発し、
1985年（昭和60年）にドイツで発売されました。1980年代初期のPCは、現在のデスク
トップ型とは比較にならないほど大型で、複数の人が1台のPCを共有し、PCが設置され
た場所にユーザが移動して使用していました。T1100は、1980年代に世界を席巻していた
デスクトップ型IBM PCと完全な互換性を保ちながら、「だれでも、いつでも、どこでも」
使えるPCを目指して開発された、ビジネスバッグに入れて持ち運べる小型サイズ・軽量の
ラップトップPCでした。T1100は、机ではデスクトップPCと同様に作業し、外出時に
はT1100を持ち出せばどこでも作業ができるという新しいPCの使い方を提案し、PCを
持ち歩くというビジネスユーザ市場を開拓して、ラップトップPC市場を立ち上げる先駆け
となりました。
　T1100は、ユーザの使い勝手も考慮して設計されていました。例えば、当時コントラスト
や視野角に難のあったディスプレイは独自開発の高コントラスト液晶パネルを利用した上で、
見やすい角度に画面を調節できるようにしました。また、専用ICを作って部品数を減らし、
小型軽量化・低価格化を図りました。バッテリでの駆動時間を長くするためには回路の省
電力化を進めるとともに、使用電力を抑えるための電源制御技術も開発しました。T1100は
PC事業拡大はもとより、関連部品産業の発展にも大きく貢献しました。

ラップトップPC　T1100
Laptop Personal Computer T1100

ぴーしー てぃーせんひゃくっら ぷ っと ぷ

☆顕彰先 ：株式会社東芝
☆展示場所 ：東芝未来科学館

〒212-8585　川崎市幸区堀川町72-34ラゾーナ川崎東芝ビル2階
☆ホームページ ：http://toshiba-mirai-kagakukan.co.jp
☆アクセス（最寄駅）：JR川崎駅 徒歩1分
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（写真提供：株式会社東芝）
① ラップトップPC　T1100
② 各部のクローズアップ
③ 当時のカタログ１
④ 当時のカタログ２
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